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報告第１号  

平成２４年度 鶴岡市学校給食センター運営状況について 

 

１．学校給食の実施 

 学校給食を通して、子どもたちが正しい食習慣、栄養知識を身につけるとともに、体力

を向上させ、心身とも健康に成長できるように学校・家庭との連携を密にし、栄養指導、

学校訪問等を充実させ学校給食を実施した。また、家庭での食事の大切さなど健康的な食

生活習慣の形成とともに食教育を充実し、行事食を多く取り入れるなど食文化の継承に努

めた。 

さらに、児童・生徒数の減少により学校の適正配置が検討されており、学校給食におい

ても効率的な運営を行うため、平成23年4月から櫛引学校給食センター並びにあさひ給食セ

ンターの調理業務を民間委託し、平成24年4月からは、あつみっこ給食センターにおいても

調理業務の民間委託を実施した。同年4月、羽黒地域の小・中学校の学校給食を、自校調理

方式からセンター調理方式に変え鶴岡市学校給食センターからの供給を実施した。 

実施状況は、調理業務の民間委託による問題もなく、また、羽黒地域のセンター給食配

送については給食が冷める心配もあったため、保温食缶・保温バット等を使用することに

より支障なく実施がされている。なお、温海地域、羽黒地域の給食内容については、全児

童・生徒を対象にして給食アンケート調査を実施した。 

 

(1) 実施校数並びに給食食数 

平成２４年５月１日現在 

 鶴岡･羽黒地域 櫛引地域 朝日地域 温海地域 計 

校数 食数 校数 食数 校数 食数 校数 食数 校数 食数 

小学校 25 5,854 3 433 3 218 5 423 36 6,928 

中学校 7 3,280 1 251 1 141 1 239 10 3,911 

幼稚園 1    34 ― ― ― ― ― ― １    34 

計 33 9,168 4 684 4 359 6 662 47 10,873

 

(2) 実施形態 

  完全給食  週５回（米飯給食４回，パン給食１回） 

 「山形県地産地消促進事業」を活用し、地場産農産物の利用拡大を図るとともに、JA鶴

岡、JA庄内たがわ及び生産者グループとの協定を締結し、地場産品を積極的に使用した。 

また、米粉利用については、「山形県米粉利用推進事業」の実施により米粉パンや米粉

を使った米粉麺サラダ、スープなどの回数を増やし、鶴岡・羽黒地域は年１２回、櫛引・

温海地域は年１１回、朝日地域は年８回実施した。 

 

(3) 学校訪問の実施 

平成２５年３月末日現在 

鶴岡・羽黒地域 櫛引地域 朝日地域 温海地域 計 

学校数 実施 

回数 

学校数 実施 

回数 

学校数 実施

回数

学校数 実施

回数

学校数 実施回数

33 190 4 46 4 20 6 19 47 275 



(4) 学校給食だより等の発行 

鶴岡･羽黒地域 櫛引地域 朝日地域 温海地域 

①給食だより(献立

表・食品分類・ミ

ニガイド・産直情

報など) 年１２回

（様式を統一） 

②ホームページに献

立表を毎月掲載 

③栄養指導用 

 ポスター配布４月

①給食だより(献立

表・食品分類・ミ

ニガイド・産直情

報など) 年１１回

（様式を統一） 

②ホームページに献

立表を毎月掲載  

③栄養指導用 

ポスター配布４月

 

①給食だより(献立

表・食品分類・ミ

ニガイド・産直情

報など) 年１２回

（様式を統一） 

②ホームページに献

立表を毎月掲載 

 

 

①給食だより(献立

表・食品分類・ミ

ニガイド・産直情

報など) 年１２回

（様式を統一） 

②ホームページに献

  立表を毎月掲載 

③栄養指導用ポスタ

ー配布３月 

 

２．給食内容の充実 

 献立に児童・生徒の意見や先生、父母等の意向を取り入れるため、給食主任による献立 

作成委員会を開催し、学校の希望献立，給食記念日等の記念日献立、行事食を取り入れた

特別献立を実施した。また、郷土食、地場産物の採用を図りながら日本型食事を中心に栄

養バランスに配慮した安全でおいしい給食提供に努めるとともに、櫛引、朝日、温海及び

羽黒地域においては食物アレルギー児童生徒に応じた給食提供の実施に努めた。 

また、身体に必要な栄養の組み合わせを学びながら、各学校で食事環境を工夫し、楽し

い雰囲気の中で会食する「バイキング給食」や食材を地場産品で賄う「オール鶴岡産給食」

「地産地消給食」では、使用した食材の生産農家や漁業協同組合の方を招いた食育・地産

地消給食会を実施した。 

 

(1) 献立作成委員会の開催 

鶴岡･羽黒地域 櫛引地域 朝日地域 温海地域 

６校の給食主任と年

６回開催 

４校の給食主任と年

２回開催 

４校の給食主任と年

３回開催 

２校の給食主任と年

４回開催 (輪番制) 

 

(2) 鶴岡市統一献立検討会議の開催 

献立作成業務の効率化を図るため、全地域の栄養士によって年６回検討会議を開催し、 

市内の全小中学校に同じ献立を提供する鶴岡市統一献立を実施し、全実施回数の約３割

となっており、行事食も統一を図っている。 

 

(3) 学校給食主任会議の開催   

  学校給食業務の円滑化を図るため、学校給食主任会議を地域単位で開催し、学校と給 

食センターの連携を図った。 

 

 

 

 

 



 (4) 特別献立の実施 

鶴岡・羽黒地域 櫛引地域 朝日地域 温海地域 

① 学校の希望献立 

      年９回

② 記念日献立 

・学校給食センター

開設記念日 ７月

・学校給食記念日 

        １２月

③ 行事食 

・入学おめでとう 

お花見      ４月

・子どもの日 ５月

・かむ献立   ６月

・七夕     ７月

① 学校の希望献立 

      年４回

② 記念日献立 

・学校給食記念日 

１２月

 

 

③ 行事食 

・入学おめでとう 

お花見    ４月

・子どもの日 ５月

・かむ献立   ６月

・七夕    ７月

① 学校の希望献立 

年４回

② 記念日献立 

・給食センター開設

 記念日   ８月 

 

 

③ 行事食 

・入学おめでとう  

お花見    ４月

・子どもの日 ５月

・かむ献立  ６月

・七夕    ７月

① 学校の希望献立 

年６回

② 記念日献立 

・ 給食センター開

設記念日  ２月

 

 

③ 行事食 

・入学おめでとう 

お花見    ４月

・子どもの日 ５月

・かむ献立  ６月

・七夕    ７月

・お月見   １０月

・冬至     １２月

・おにぎり給食 

         １２月

・大黒様   １２月

・七草     １月

・節分       ２月

・ひなまつり  ３月

・卒業おめでとう  

       ３月

 

 

④オール鶴岡産給食

   １０・１１月

・お月見   ９月

・冬至     １２月

・昔の食事 １２月

・大黒様  １２月

・七草    １月

・節分    ２月

・ひなまつり ３月

・中３年生応援献立

       ３月

・卒業おめでとう 

       ３月

 

④地産地消の日献立

    １１回実施

・お月見   ９月

・冬至     １２月

・クリスマス１２月

・昔の食事 １２月

・大黒様  １２月

・七草    １月

・節分    ２月

・ひなまつり ３月

・卒業おめでとう 

３月

 

 

④地産地消献立 

       １１月

・お月見   ９月

・冬至     １２月

・クリスマス１２月

・大黒様  １２月

・七草     １月

・私立高校受験応援

献立      １月

・節分    ２月

・ひなまつり ３月

・公立高校受験応援

献立      ３月

・卒業おめでとう 

       ３月

④地産地消給食 

      １２月

     

(5) バイキング給食 

6月～11月で実施 

鶴岡･羽黒地域 櫛引地域 朝日地域 温海地域 

鶴岡・羽黒地域全25

小学校のうち23校の

6年生を対象に実施

(由良小：5･6年対象

で隔年実施、羽黒４

小：今年度は未実施）

小学校全校の6年生

及び中学校3年生を

対象に実施 

小学校全校対象に実

施（4～6年1校、全校

2校） 

小学校全校対象に実

施（6年生2校、全校3

校） 

 



(6) 研修会等の参加 

鶴 岡 櫛 引 朝 日 温 海 

① 庄内地区学校給

食調理研修会 

（酒田市） 

② 山形県学校栄養

教諭、学校栄養士

研修会   （山形

市） 

③ 山形県学校給食調

理師研修会   

     (山形市) 

④ 鶴岡田川地区学校

栄養士等研修会 

    （鶴岡市） 

⑤ 研究授業方式に 

よる衛生管理研

究会     (鶴岡

市) 

⑥ 鶴岡市給食指導

研修会    (鶴岡

市) 

 

① 山形県学校栄養

教諭、学校栄養士

研修会 （山形市）

② 鶴岡田川地区学

校栄養士等研修 

   会   (鶴岡市)

③ 研究授業方式に

よる衛生管理研

究会  (鶴岡市)

④ 鶴岡市給食指導

研修会 (鶴岡市)

 

① 山形県学校栄養

教諭、学校栄養士

研修会（山形市）

② 鶴岡田川地区学

校栄養士等研修

会   (鶴岡市)

① 山形県学校栄養

教諭、学校栄養

士研修会（山形

市） 

② 鶴岡田川地区学

校栄養士等研修

会    (鶴岡市) 

③ 鶴岡市給食指導

研修会（鶴岡市）

 

 

 

３．安全衛生と事故防止 

 インフルエンザやノロウィルスによる食中毒、感染性胃腸炎の未然防止のため、手洗い 

や健康チェックを徹底して防止に努め、万全を期すため調理従事者全員のノロウィルス検 

便検査を１２月に実施、腸管出血性大腸菌等の食中毒防止については毎月２回の検便検査 

を実施し、また、調理場内の随時細菌検査を実施するなど衛生管理の徹底を図った。 

 さらに、職員の健康管理や事故防止、安全衛生対策の強化を図る研修会や調理業務委託 

業者並びに食材納入業者の安全衛生を目的とした研修会を開催し、納入業者の衛生管理状 

況を調査する業者訪問についても実施した。 

食品の安全については、中国国内の工場で製造された冷凍食品や加工食品については引 

き続き使用を見合わせ、納入にあたっては、必ず原産国及び製造元を表示した検査票等の

提出を徹底した。 

食品中の放射性物質の安全については、県内産の野菜や果物、肉、魚介類は出荷時に安

全確認が徹底されている。県外産の県内流通食品については県で実施する放射性物質検査

により安全が確認され、学校給食で使用する県外産食材についても毎週給食食材を県に提

出し安全が確認されたものを使用した。また、できる限り地元産の食材を中心に使用し、

必要に応じては納入業者に「放射能分析結果報告書」の提出を求めるなど実施しながら安

全対策を徹底した。 

 



 

 

 

鶴 岡 櫛 引 朝 日 温 海 

① 安全衛生委員会

開催(毎月) 

② 食材納入業者衛

生管理研修会開

催 

③ 職員安全衛生研修

会開催 

① 食材納入業者へ

   啓発文書配布 

② 調理業務委託業

者職員安全衛生

研修会  

 

① 食材納入業者へ

   衛生管理啓発 

② 調理業務委託業

者職員安全衛生

研修会  

 

① 食材納入業者へ

   衛生管理啓発 

② 調理業務委託業

者職員安全衛生

研修会  

③ 防火管理者講習 

会受講 

 

４．給食施設・設備の整備 

 学校給食の安全衛生の確保及び調理業務の円滑化を図るため、日常点検・保守点検を充

実するとともに軟水装置オーバーホールやボイラー、厨房機械設備等老朽化した施設、設

備の修理を実施し維持管理に努めた。 

 

所 管 修 繕 等 内 容 

鶴 岡 

軟水装置オーバーホール、受水槽定水位交換、貯水槽凍結防止ヒーター交換、フ

ライヤー修理、排水処理施設修理、温水循環ポンプ交換、消雪制御盤修理、コン

テナ洗浄機配管修理、電話機・主装置修理 

櫛 引 

食缶洗浄修理、食器洗浄機修理、ボイラー軟水樹脂装置修理、食器浸漬機修理、

給 

食搬送車修理、自動水栓修理、蒸気回転釜修理 

朝 日 

自動計量洗米器修理、電気温水器修理、電気炊飯器テフロン加工修繕、給食搬送

車 

修理、食器洗浄機修理、電気フライヤー修理、 

温 海 
ボイラー給水管・洗浄機配管修理、調理室空調機修理、自動水栓手洗器修理、貯

湯槽漏水修理、プロパンガス自動切替調整器交換 

 

５．地産地消の推進について 

 これまでも米や野菜など地場産品の利用に努めてきたが、平成２３年度に各センターに

地場産野菜の供給体制を確立し、ＪＡや生産者グループ等と栽培品目及び納入価格を設定

した「協定書」を締結した。平成２４年度は協定品目の拡大と毎月圃場を巡回するととも

に、生産者との情報交換を行い安定供給に努めた結果、地場産野菜の使用量が平成２３年

度42.3％から平成24年度46.1％に増加している。また、鶴岡産アンデスメロンを全ての給

食センターで提供した。 

鶴岡・羽黒地域では１０月、１１月の２回、いも煮、ほうれん草庄内麩和え、ワラサフ

ライやきのこ汁、だだちゃ豆サラダ、あじ丸揚げなど、すべての材料を地場産品で賄った

「オール鶴岡産給食」を実施した。 

 櫛引地域では、毎月第３金曜日を「地産地消の日」として、より多くの地場産品を活用 



した献立を取り入れ、果実については、地元で生産できるものはすべて櫛引産を使用し、 

また、花見献立には米・大豆 100％櫛引産のきなこ団子など積極的に地場産の提供に努め

た。 

 朝日地域では、朝日産やまぶどうジュースで作った「やまぶどうシャーベット」「山菜」 

など地域の特産、食文化を生かした給食を提供した。 

  

温海地域では、地元特産品の「べろべろもち」や「あつみかぶ」の提供など多くの地場 

産を取り入れ、また、生産者グループの試食会を実施し連携に努めた。 

 さらに、１１月２０日全市一斉に鶴岡市有機農業推進協議会から提供していただいた有

機栽培米「コシヒカリ」給食を実施した。 

 

６ 給食費の未納対策の実施 

  給食費の未納については、文書での催告とともに平成 23 年から始まった「児童手当」

の支給にあわせ、子育て推進課と連携して 6 月・10 月・2 月に窓口現金支給とし、保護

者に直接面談することで現年度の未納とともに過年度の未納給食費の改善に努めた。 

 

 



羽黒地域学校給食への

供給変更後の

アンケート調査結果について

アンケート実施日：平成25年2月

調査学校：　　羽黒第一小学校
羽黒第二小学校
羽黒第三小学校
羽黒第四小学校

羽黒中学校



学校給食に係るアンケート結果について

平成25年5月

羽黒地域の学校給食に係るアンケート調査概要と調査結果については以下の

とおりです。

《調査概要》

■調査期間：平成25年2月

丁実施方法：別紙により児童・生徒に配布し、学校で回収
∫調査対象：小学校　471人（羽黒第一小学校68人、羽黒第二小学校175人、

羽黒第三小学校2町人、羽黒第四小学校28人）
羽黒中学校259人、．

■回答数　：673大1回答率92．2％）

《調査結果（要約）〉
1質問1「給食はおいしいですか？」

◇「とてもおいしい＿亘ふつう」と回答した人は小中学生合計で96．3％

て648人）の結果となり、全体的に評価されている。

◇「おいしくない」と回答した小学生は9人（2．1％）、中学生が16人（6．8％）

で、中学生においしくないと感じている割合が高い結果となった。

1質問2「給食のおかずは食べやすく調理されていますか？」

◇「あまり食べやすく調理されていない」と回答した人は小学生12人（2．7％）、

中学生15A（6．4％）で、中学生があまり食べやすく調理されていないと感

じている割合が高い。

■質問3「給食は残さず食べますか？」

◇「ほとんど残す」と回答した人は仏学生16人（3．7％）、中学銚5人（2．1％）

となり、「少しだけ残す」と回答した小学生102人（23．粥、中学生46人

（19・7％）で、簡定の学私学年に集［吐jV適。
■質問4「質問3」で「少しだけ残す」「ほとんど残す」と答えた人は、どうしてです

か？」（複数回答）

◇小学生ではT掛、なものがあるから」が36％、「畳が多いから」が32．2％、

「時間がたりないから」が24．0％となった。

◇中学生では「嫌いなものがあるから」「畳が多いから」がどちらも30．3％、

．質問5F雷雲警告呂窪芸雲…崇、竿10腔、いずれも中学2年生に多い結果となった0

◇「あまり読まない」は小学生が22・5％、中学生が35．2％となり、中学生があ

まり読んでいない結果となった。
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6．給食への感想や意見などをお聞かせください。
＜羽黒宗一小学校＞

1年生
・週に一回、カレーライスが食べたい。

・デザートが食べたい。
・肉団子が食べたい。
・冷凍みかんが食べたい。
・とてもおいしい。
▲スパゲッティーが食べたいJ

Z年生
・デザートをだしてほしい。

3年生
・1年間に50回はデザートをだしてほしい。

・デザートをもう少しだしてほしい。

・手巻き寿司が食べたい。
・給食おいしい。

4年生
・とてもおいしい。

●　5年生
・給食の畳がいうも多い。
・おいしい。

ム年生
・クレープをだしてほしい。

・いつも残さず食べている。

・おいしい。
・プリンをだしてほしい。
・コンテナがくる時間を遅くしてもらいたい。

＜羽黒第二小学校＞
I年生
tありがとうございます。
・夏になったらスイカをだしてください。

・冷凍パイン、冷凍みかんをだしてください。

・かぼちゃのおつゆが飲みたい。
・グラタン、りんご、クレープをだしてほしい。

・おいしい。
・ちょっとしょっぱい。

Z年生
・グラタンが食べたい。

・おいしいです。
・ありがとうござます。

・デザートをつけてほしい。

・ミートローフをつけてほしい。

・クリスマスケーキを大きくしてほしい。

3年生
・いっぱい食べたい。
・おいしく食べている。

4年生
・おいしいです。
・ありがとうございます。・

・ミートローフをだしてほしい。
・ラーメンだしてほしい。
・ごほんが冷たい。

5年生
■おいしい。

・ごほんが冷めている。
・食べやすく調理してほしい。

・人参が生っぽい。
・パンと麺の組み合わせだと食べにくい。
・料理をアレンジしてほしい。
1新メニューを考えた方がよい。

・ミートローフが食べたい。

・汁が熱くて飲めない時がある。

ヰまで焼けていない肉がある。
・シチューにかたまりがあった。

・ごほんが固い時がある。

8年生
・ありがとうございます。

・おいしい。
・冷えている時がある。
・ミートローフが食べたい。

ソマン、おかずの種類を増やしてほしい。
・衛生面で気をつけてほしい。
・具入りのごほんの味が薄い。

デザートをもっとだしてほしい。

炭水化物が多い。

10



く羽黒第三小学校＞
I年生
・野菜が好きなのでたくさんだしてほしい。

・おいしいです。
・デザートをもっとだしてほしい。

・ねぎ、かまぼこが嫌い。
・パンをいっぱいだしてほしい。
・麻婆豆腐、鶏肉の朝鮮焼きがおいしい。

2年生
・おしいです。
・ありがとうございます。

3年生
・おいしいです。
・量を減らしてほしい。
・もっとおいしい給食をだしてほしい。
・揚げ物が水っぽい。

4年生
・デザートをだしてほしい。

・おいしいです。

・オール鶴岡産給食をもっとだしてほしい。
・ミートローフが食べたい。

・ラーメン、パン、ケーキ、カレーパンがも食べたい

5年生
・デザートをもっとだしてほしい。

・おいしいです。
・畳を増やしてほしい。
・ねぎがつながっている。

・揚げ物が油っぽい。
・カレーが粉っぽい。
・麻婆豆腐に片栗粉のかたまりがある。
・固いじゃがいもがあった。

8年生
・別に準備してもらしヽありがとうございます。
・おいしいです。
・丑が多い。
・デザートを増やしてほしい。
・牛乳を変えてほしい。

・揚げ物が冷めている。
・牛乳がおいしい。

＜羽黒冨田小学校＞

仁一b年生
・おいしいです。
・ありがとうございます。

・デザートをもっとだしてほしい。

・丑を増やしてほしい。

＜羽黒中学校＞
T年生
・おいしいです。

・じゃがいもが固いJl．

・果物の手袋がない時がある。
・食べやすくしてほしい。

・野菜が大きい。
・おいしくない。
・パン類を増やしてほしい。
・衛生面に気をつけてほしい。
・おしヽしく作ってほしい。

・混ぜご飯の味が薄い。
・福神漬けを単品でつけてほしい。
・魚の骨をとってほしい。
・きのこを少なくしてほしい。

2年生
・おいしいです。
■人参が毎日でるのはどうしてですか。
・野乗の切り方が雑。
・炭水化物が多い。
・冷凍食品をやめてほしい。
・味が薄い時がある。
・丑を増やしてほしい。
・野菜の切り残しがある。
・組み合わせがおかしい時がある。
・揚げパンをだしてほしい。

・食べやすくしてほしい。
・カレーをレトルトっぼくない味にしてほしい。
・パンを少なくしてほしい。
・ミートローフをだしてほしい。
・野菜がおいしい。

3年生
・食べやすくておいしいものをだしてほしい。
・切れていないものがある。
・おいしいです。

・味が薄い時がある。
・牛乳がおいしい。
・切り残しがある。

おつゆの汁が少ない時がある。
子どもが好きそうなものをだしてほしい。
カレーが変な味がする。
デザートを増やしてほしい。
畳を増やしてほしい。
大きすぎる野菜がある。
かたまりのままのものもある。
カレーがいまいち。－
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羽黒地区の小学校

1給食はおいしいですか

33が5．。

口とてしおいしい　■ふつう　ロあまりおいしくない

3　ぬ女は残さず食べますか

4㌔

ロいつし機さす食へる　■少しだけ機す　ロはとんと捜す

5　給食だよりは読みましたか

5伊古

口必ず議も　■たまに払む　ロあまり込まない

19

2　給食のおかずは食べやすく帥理されてい憂すか

35・¢2壬，

口いつも書へやすく讃環されている

■ふつう

ロあまり食べやすく調印されていない

43で2・3と萬えた人はどうしてですか

32，・④

ロおいしくないから　　　■嫌いなものがあるから

□埼冊が足りないから　　ロ1が如、から

く羽黒第一小学校〉
・おなかいっぱいになったから。

＜羽黒第二小学校＞
・ごみなどが入っているので、食　べ

る気がなくなったから、つ

く羽黒第三小学校＞
・おなかがすかない時があるから、、
・言古をしていて時間がないから∩
・食欲がないから。
・具が大きくて食べすらいから。
・薬を飲んでいるから。
・副作用があるから。



羽黒中学校
l　給食はおいしいですか

丘7、
ロとてもおいしい　■ふつう　○あまりおいしくない

3　給食を残さすに貴べ麦すか

21

□いつも城さす食へる　■少しだけ械す　巳ほとんど捜す

5　給士だよりを瞼みますか

35磁

口止．rdむ　■たまにはも　ロあまり読まなしl

2　捨象のおかずは食べやすく印瑠されてい末すか

5生）一
口いつも書へやすく凛増されている

■ふつう

口あまりよへやすく叫環されていない

4　3で213と苓えた人はどうしてですか

3掬3仇

0おいしくないから　　　　■■いなものがあるから

ロ的間が足りないから　　　ロ1が事いから

■その他

＜羽黒中学校＞
・じゃがいもが囲いから
・生のものが多いから
・食べられないものがあるか

13



あつみっこ給食センター

調理業務民間委託後の

アンケヰ調査結果について

アンケート実施日：平成25年2月

調査学校：

●

温海小学校
五十川小学校
鼠ヶ関小学校
福栄小学校
山戸小学校
温海中学校

且孝



給食調理業務委託にかかるアンケート結果について

平成25年5月

あつみっこ給食センターのアンケート調査概要と調査結果については以下の

とおりです。

《調査概要》

■調査期間：平成25年2月

■実施方法：別紙により児童・生徒に配布し、学校で回収
■調査対象：小学校　390人（温海小学校163人、五十川小学校35人、

鼠ヶ関小学126人、福栄小学校44人、山戸小学校22人）

温海中学校　225人、
■回答数　：567人（回答率92．2％）

《調査繹果（要約）》－
■質問1「給食はおいしいですか？」

◇「とてもおいしい」「ふつう」と回答した人は小中学生合計で98．4％

（558人）の結果となり、全体的に評価されている。

◇「おいしくない」と回答↓た小学生は4人（0．8％）、中学生が1人（0．5％）

と非常に少ない結果となった。

■質問2「給食のおかずは食べやすく調理されていますか？」

◇「あまり食べやすく調理されていない」と回答した人は小学生2人、中学生
1人の結果とな‘った。

■質問3「給食は残さず食べますか？」

◇「ほとんど残す」と回答した人は小学生1人、中学生0人であるが、「少し

だけ残す」と回答した小学生は46人（12．8軋中学生23人（11．1％）であ

った0小学校では学校により差が見られた。

1質問4「質問3」で「少しだけ残す」「ほとんど残す」と答えた人は、どうしてです

か？」（複数回答）

◇小学生では「嫌いなものがあるから」が29．8％であり、「量が多いから」が

19・1％「時間が足りないから」が14．9％となった。

◇中学生では「嫌いなものがあるから」が47．8％であり、「時間が足りないか

ら」と「畳が多いから」が各43．5％となった。

■質問5「給食だよりは読みますか？」

◇「あまり読まない」は小学生が10・臥中学生が26．9％となり、中学生の割

合が高くなっている。
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6．給食への感想や意見などをお聞かせください。

＜小学校＞

0給食について

・栄養がある。
・栄養のバランスが良い。
・おいしい。
・楽しみ。
■嫌いなものでも頑張ってたべている。

・家で食べたことのない料理が出る。
・魚が食べやすい。
・給食だよりが便利。
・感謝して食べている。

千　〇好きぢ毛の

●・了：＿　・・1
お米のムース、ハンバーグ、カレーライス

ドライカレー、デザート、ミルメーク

梅香ごほん、鮭フライ、チリメンサラダ
アーモンド和え、メロンパン

0寄望等

・パンの時飲み物がほしい。

りペンにはスープがいい。
・量が多いので時間がかかる。
・魚が苦手。
・おつゆがいつも冷めている。（山戸小）
・おつゆがぬるくていまいち。（鼠ヶ関小）

・ラーメンをだしてほしい。

・クレープの回数をふやして。

：詰責諾琵毅誤淡い。

＝；●

＜中学校＞

ヰ乳がたまに洗剤の匂いがする。（1人）
・温海の給食のレベルは高いと高校生の

がいっていた。（1人）
・異材が多いのでいい。
・メニューが豊富。

・嫌いなものでも食べやすく調理されていj

・家で食べたことのないメニュー。

・1年女子はご飯を少ししか食べないのでま

まに余る。
丑が多いときと少ないときがあり極端
（畳に関して多くあり）
魚が生臭いときがあった。
魚が美味しくない時があった。

麺とパンが同時に出るのは。

蜂蜜レモンゼリー、チリメンサラダ

麺類を多くしてほしい。
ミルメークを増やしてほしい。

デザートを増やしてほしい。
エノキとシソとカボチャのおつゆはおいしくない。

里芋苦手。週1回はフルーツなどの甘めなもの。

牛乳以外の飲み物を。
キャベツの芯を食べやすくしてほしい。

納豆の粒を小さくしてほしい（落ちるから）
野菜と果物の混ざったサラダはやめてほしい。

甘いものは甘いもので、しょっぱいものはしょっぱし
ものでだしてほしい。

16．



温海地区の小学校

1給食はおいしいですか

†
□とてもおいしい　■ふつう　ロあまりおいしくない

3　飽食は残さず食べますか

†
ロいつも嬢さす轟へる　■少しだけ嬢す　ロほとんど織す

5　給食だよりはIlみましたか

1伊．

0必ず読む　■たまにはむ　ロあまりi畳まない

且7

2給食のおかずは食べやすく講嘩されていますか

亡．．
Dいつも士へやすく膿樗されている

tふつう

ロあまり食へやすく凛呼されていない

13で之・3と答えた人はどうしてですか

2机㊧畔・

口おいしくないから　　　　■址いなものがあるから

口的冊が足りないから　　01が多いから

■その他



□必ず讃む　■たまに込む　ロあまり読まない

且8

2　給書のおかずは★べやすく爛曜されていますか

36打、

ロいつもtべやすく鯛印されてい5

■ふつう

□あまり貴べやすく講環されていない

43でヱ・3と答えた人はどうしてですか

29掬33、

ロおいしくないから　　　　■せいなものがあるから

□埼冊が足りぢいから　　Otが争いから

1その山l

●



報告第3号

鶴岡市学校給食用物資納入業者の指定の関する基準の見直しについて

鶴岡市学校給食センターの物資納入業者については、市の登録業者の内、「鶴

岡市学校給食センター用物資納入業者指定に関する規程（平成14年4月1日）」

第2粂により給食センづL一に登録された業者となっていました。また、第3条

で申請書の審査について定められており、さらに、その審査にあたっては「鶴

岡市学校給食センター用物資納入業者資格基準」が定められています。その中

の立地条件として■「原則として鶴岡市内もしくは庄内地域に営業所を有するも

の」とされていました。

しかしながら、昨今の厳しい経済情勢の中、市として、市内商工業者の経営

安定を図るため、市の発注する工事、物品購入等の業者選定基準の見直しを実

施しているところであり、鶴岡市学校給食センター用物資納入業者資格基準に

ついても全般的に見直しをおこない、平成25年4月1日から市内の業者で調達

可能な物品については「鶴岡市内に本社を有する業者」と改正いたしました。
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学校給食用物資納入業者の指定に関する基準

（趣旨）

第1粂　この基準は、鶴岡市学校給食センター（以下「給食センター」という。）が

発注する学校給食用の食品材料（以下「学校給食用物資」という。）の納入菓者の

指定に関し必要な事項を定めるものとする。

（指定申請書の提出）

第2粂　学校給食用物資を納入しようとする官房、様式第1号の申請番を給食セン
一夕一に提出しなければならない。

（申請書の審査）　　　　　　　　　　　　　　　　　　●

第3粂　給芦センターは、前条の申請を受けたときは別表に定める審査基準により次

に掲げる事項を審査し、学校給食用物資の納入業者として適当であるか否かを判定

するものとする。

（1）立地条件に関する事項

（2）経営規模に関する事項

（3）信用状況に関する事項

（4）衛生状態に関する事項

（5）供給能力に関する事項

（6）その他に関耳旦事項

（指定書の交付）

第4粂　給食センターは、前条により適格業者として判定したときは、学校給食

物資納入指定業者（以下「措定業者」という。）として登録し、様式第2号の指

書を交付するものとする。

（有効期限）

第5粂　前条の規定による指定の有効期間は、2年とする。

（指定業者の届出事項）

第6条　指定業者は、次に渇かる事項に該当した場合は、速やかに給食センターに届

けなければならない。

（1）　申請内容に変更があったとき。

（2）事業所和こ伝染病が発生したとき。

（3）検便検査の結果、従事者の中に異状が認められたとき。
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（指定の取消）

第7条・指定業者は、次の各号のいずれかに該当した場合は、指定を取り消すことが

できる。

（1）1年間納入実績がないとき。

（2）　給食センターの指示又は注意に従わないとき。

（3）　法規または監督官庁の命令により業務を停止されたとき。

（調査、報告）

第8条　給食セン九二は、指定業者の学校給食用物資の取扱状況に関し、必要に応じ

て調査し、又は報告を求め．ることができる。

附則

（施行期日）

1この基準は、平成25年4月1日から施行する。

（経過措置）　－

2　この基準の施行の日以前に学校給食用物資の発注業務（準備行為を含む。）を終

えているものについては、この基準は適用しない。
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別表1

学校給食用物資納入業者審査基準

1立地条件に閑す訂事項

（1）鶴岡市内に本社を有する業を＿（市民たる1個人事業者を含む。）であること。

ただし、一般財団法人山形県学校給食会から供給されている基本物資（パン、

米及びごはんをいう。）及び山形県が指定する牛乳を並びに市内で調達するこ

とが困難である学校給食用物資についてはこの限りでない。

（2）　製造加工を要する食品（麺、こんにゃく、豆腐製品等をいう。）については、

市内にその設備があること。

2経営規模に関する事項　　　　　　　　　　　●；

（1）法人事業者にあっては相当の資本あり、個人事業者においては一定の規模及び

経営面榎で経営され、販売実績があること。

（2）常用の従業者を雇用し、常時営業を続けていること。

（3）工場、店舗、販売所等固定した営業所をを』緊急事態に即応することが可能

なこと。

3　信用状況に関する嘗項

（1）学校給食の意義を理解し、社会的信用を有していること。

（2）原則として引き続き3年以上営業を行っていること。

…三；芸芸慧警豊富芸孟宗芋芸警霊芝諾警讐讐持の状態が良好なこと0　ト
（3）保健所の衛生指導に積極的に協力していること

（4）納入食品について公立の衛生検査機関の検査結果が良好であること

5　供給能力に関する事項

指定の日時及び場所への納入ができること。】＿＿＿＿

6　その他に関する事項

学校給食センターが必要と認めたこと

忽焉



（1）学校給食実施状況

鶴岡・羽黒地域 劍ｿ���処��&���暫�剪ｩ　日　地域 劍孰､8��&闔b�

区分 兌ﾙ�ﾃ#)D�7��平成23年度 兌ﾙ�ﾃ#ID�7��平成22年度 兌ﾙ�ﾃ#9D�7��平成24年度 兌ﾙ�ﾃ#)D�7��平成23年度 兌ﾙ�ﾃ#ID�7��平成22年度 兌ﾙ�ﾃ#9D�7��平成24年度． 

給食費 �� �� �� �� �� �� 

中学校　290円 �(hｧxﾕ｣#��冷�中学較290円 �(hｧxﾕｨ��#��冷�中学校　290円 �(hｧxﾕ｣#��冷�‾中学校　290円 �(hｧxﾕｨ��#��冷�中学校　290円 �(hｧxﾕ｣#��冷�中等：校290円 ��

年間食数 ���Ccch�3Cc���� ���Css8�Cs添���143，242食 ��3x�3C�����133．074食 都��C涛����71．404食　　′ 都��C#�)���144．579食 ��3X�3�ナ���も2叩03食 

児童・生後数等 嶋�3sSy�ﾂ�旨．594人　‾ 祷�3##)�ﾂ��况9'H��ｭﾈ-��｢�762人 都#��ﾂ�696人 鼎�i�ﾂ�386人 �3c��ﾂ�744人 都�I�ﾂ�672人 

収入額（1） �� �� �� �� �� �� 

支出額（2） �� �� �� �� �� �� 

差引（1）－（2） ��ﾃ��x�CcCH冷� ��ﾃ�#h�Cc�H冷�－862円 ��ﾃCC(�3Sス冷�－12．143円 ��ﾃ8�CSch冷�－5．917円 ��ﾃX�C���冷�－398．395円 ���C3cx苓���－11．977円 

1食当たり支出額 �#s�励#�VR�270円09銭 �#c�縱y�ｲ�273円28鋲 �#s5����Y�ｲ�272円53鋲 �#c�縱��ｲ�266円59銭 �#cx励3y�ｲ�274円25銭 �#s�励�IVR�271円03銭 

給食内容 兔IM�4ｳH���米飯遁4回 バン遠目回 兔I��4ｳGH���7�96������米飯適4回 バン過1回 兔IM�滴���6�994ｳ����米飯適4回 バン遠1回 俛Y%���暎H���米飯通4回 バン過1回 �7�994ｳ����米鯨遁4回 バン適1回 佰YW�4ｳH���7�98暎����米飯冶4Ⅰ司 パン適1回 

中学校　184回 �(hｧxﾕｨ���ド��� �(hｧxﾕｨ����(���中学校188匝】 �(hｧxﾕｨ���s弌��中学故189回 �(hｧxﾕ｣��(���中学校190回 

※児童・生徒数等は平成24牢5月1日現在の数値



2　給食施設及び給食食数等の状況　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成25年5月1日現在 

一　項　目 劔-�ｨ�8ｧxﾕｨｸｹ��5ｨ985��ｲ�剴｡島ふれあい食 　センター 仭�逢xﾕｨｸｹ���5ｨ985��ｲ�あさひ給食 センター �*�,(-ﾘ,�+�ｸｹ���5ｨ985��ｲ�■合　　計 

鶴岡地域 佛(ﾙY&闔b�小　　計 

給 食 施 設 関 係 从ｹ�愛ｨ跌D��傴ｩ��#)D��昭和33年 ��ﾂ�昭和22年 傴ｩ��#僖��昭和22年 傴ｩ��3ID��ー 

共同調理場 建設年月日 滅�郢�ﾒ�昭和40年7月1日 俾俔ｩ+)yﾘ�ｩ_ｸ��－ 傴ｩ��CID紿ﾈ��昭和42年11月6日 俾俔ｩ+)yﾘ�ｩ_ｸ��昭和47年1月20日 ��ﾂ�

現施設 傴ｩ��c)D�8ﾈ�#�?｢�平成24年4月統合 ��ﾂ�平成14年3月28日 兌ﾙ�ﾃyD��(ﾈ�#tX�｢�平成13年3月26日 兌ﾙ�ﾃ�9D��(ﾈ綉X�｢�－ 

敷地面積が �8，148．09　－ 凵| �(�C涛8�CsR�1，187．98 ���Cc�B�2，017 ��ﾂ�

建物面街が �3，110 凵[ ���C33H�C3��475．48 鉄S��572．54　‾ ��ﾂ�

職員数（人） ��9�X蹴�52． �52 �"�2 ���2 鉄��
臨時り＼－ト 　職員 �#���#��2 ��1 ��24 

′　委託業者数（人） � 凵[ ��B�11 ��"�8 鼎R�

給食費（円） 傅ﾈｧy�b�250 况9'H��ー �#S��劍�ﾂ�225／250‾ 

中学生 �#�����ﾂ�290 劔－ 

給食形態 刳ｮ全給食 亂��8ｸｹ���－ 亂��8ｸｹ���完全給食 亂��8ｸｹ���完全給食 ��ﾂ�

米飯給食回数（過） �4 釘�ー 釘�4 釘�4 ��ﾂ�

給 食 食 数 関 係 ※米 乂xﾕｩ�B�小学校 �#��幼稚園1／4 况9'H������#R�．4 �2�3 迭�幼稚園1／40 

中学校 澱�1 途�1 鳴�1 鳴�11 

学級数 傅ﾈｧxﾕ｢�234 况9'H��ﾈ��#b�幼杜周 1／260 ��ﾃ3R�22㌔ ��2�25 况9'H��ﾈ6ﾓ3SR�

中学校 ���"�‖ ���2�13 ����5　■ 湯�151 

児童生徒数 （人） 傅ﾈｧxﾕ｢�4．825 况9'H�����3��紊3��幼稚園 30／5．255 鉄�2�382 ��s"�344 况9'H����3��緝�CsCb�

中学校 �(�Ccsr�249 �(�C�#b�309 �#���111 �#���3．775 

教職員数 （人） 鮫給食：平成 傅ﾈｧxﾕ｢�438 况9'N�����X�經R�幼稚園 　5／493 田r�48 �32�56 况9'H�����X�緜途�

中学校 20年11月よりノ ���##����98ｸｹ��/�ﾈ����¥H���　28 振給食に変更 �#C��29 �#B�16 �#��339 

※児童生徒数及び教職員数は給食数

● ●



●

平成24年度学校給食地場産品使用状況

●

品目別使用量
品　目 俘�����m｢�鶴周・羽黒地 �:�8y&闔b�櫛引地域 �*�?ｩ&闔b�温海地域 ��8�2�

米 俶yw��H木�霧x�｢�115，856 ��X�3��2�9，418 滴�3田"�7，767 ��S8�3��b�地場産晶数量（kg） ���X�3ゴb�15，803 祷�3C���4，962 度�3scr�153，806 

地場産晶の率（％） �����C��100．0 �����C��100 �����100，0 

大豆 味噌等含む） 俶yw��I|ｨ�霧x�｢�39，897 塗�33���も066 ���3店�C��2，098 店.�33��

地場産晶数量（kg） �3��3ンr�6，282 �8�33�B�1，332 ���3�cb�51，881 

地場産晶の率（％） �����C��99．5 塔��C2�68 鉄��95．5 

肉類 俶yw��I|ｨ�霧x�｢�23，478 滴�3CS"�1，386 ���3��r�2，136 �3(�3SS��地場産晶数量（kg） ��8�3涛2�2J616 涛#r�709 ���3イr�20，092 

地場産品の率（％） 鉄��Cb�58．8 田h�C��64 塔b�61．7 

鶏卵 俶yw��I|ｨ�霧x�｢�6，394 ���3S#��517 �#s��612 祷�33#��地場産品数盈（kg） 塗�33釘�1，528 鉄�r�270 田�"�9，321 

地場産晶の率（％） �����C��■100．0 �����C��100 �����100．0 

牛乳 俶yw��I|ｨ�冏ｸ��#��68�｢�1，782，840 �#S��3イ��139，111 都(�3sSb�130，808 �(�33ス�33SR�地場産品数量（本／200cc） ���3s�(�3イ��259，840 ��3��3����72，756 ��3��3����2，385，355 

地場産晶の率（％） �����C��＿100．0 �����C��100 �����100．0 

野菜類 俶yw��I|ｨ�霧x�｢�201，156 �3��3�S2�17，351 嶋�3塔2�16，076 �3嶋�3�#��地場産晶数量（kg） 涛�､�2�20，714 塗�33���4，373 �(�3�C��12も721 

地場産晶の率（％） 鼎X�C2�68．9 �3h�CB�49 ��2�■　31．3 

果物 俶yw��I|ｨ�霧x�｢�13，732 滴�3#C��2，353 塔�b�977 �#$ｦﾃ���地場産晶数量（kg） ���3鼎��949 ���3##��190 �#SB�も554 

地場産晶の率（％） ��H�C��22．4 鉄��3��23 �#b�20．6 

魚介類 俶yw��H木�霧x�｢�－　31，942 �(�3����1，689 ���3����1，886 �3��3CCB�地場産晶数量（kg） �8�3#s��1，590 都sb�306 鼎c��6，411 

地場産晶の率（％） ����C2�54．5 鼎X�C��30 �#B�16．3 



鶴同市学校給食における主な野菜年間使用量（平成24年度）　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：kg）

鶴岡 �:�8r�櫛引 �*�?｢�温海 佗b� 

じゃがいも ��ﾘ��披�28．540．0 滴�3Cベ�CR�2．936．2 ���33ォ�C��1．887．0 �3��C#3X�CR�庄内産 嶋�CャX�C��3．534．2 ���3#3��Cb�490，7 �#店�C��14．444．5 

地場割合 �3��C��2�78．8％ 鼎(�C(�2�35．4％ ��X�Ch�2�36，89も 

キャベツ ��ﾘ��披�30．774．2 �8�3C�H�C��2．254．2 ���3�#��Cr�2．276．0 �3��3sCx�3��庄内産 ��X�Csォ�C��ｲ�1，446．3 塔�8�C��316．6 涛8�3��18，452．9 

地場割合 鉄��C8�2�42．4％ �3h�C��2�30．8％ 滴�C��2�46．4％ 

たまねぎ ��ﾘ��ﾊ��22．767．5 滴�Cs3x�C��1．740．0 ��Cイx�C��1．782．4 �3��CピH�C��庄内産 �(�Cs���C��乙364．9 鼎(�C��47．2 �#Ch�C��5．482．2 

地場割合 ��(�C(�2�49．9％ �(�CH�2�5．6％ ��8�C俘h.��17．2％ 

にんじん 切りにんじん ��ﾘ��|｢�23．013．5 �8�3C�(�C��1．708．4 ���C�38�Cr�1，786．5 �3��C�#H�C��
庄内産 祷�C�#��CB�1，837．9 �3C��C"�206．3 ���8�C��11，627．8 

地場割合 �3��Cx�2�52．鍋 �#��C��2�20．0％ 塗�C8�2�37．5％ 

きゅうり ��ﾘ��|｢�15．079．5 ���C3���C��1．238．4 鉄cH�C��900．5 ����C��8�C2�庄内産 店�C�度�C��974．4 都���C��311．7 ���C��7．102．0 

地場割合 �38�C��2�74．9％ 鉄��3��2�55．2％ ���C��2�37．2％ 

ねぎ ��I�ﾘ��|｢�14，201．0 ���3�3h�CR�984．5 鉄Ch�C��1．344．0 ����3��(�C��庄内産 滴�3�C��C��1，936．5 田Ch�CB�405，2 �3�H�C��7，333，1 

地場割合 �#��CX�2�100．0％ 田X�Cx�2�74．2％ �#(�Ch�2�38．69も 

トマト ミニトマト ��ﾘ�Y|｢�747．3 鼎c��Cb�65．7 �#x�CB�106．0 ���CC���C��
庄内産 都CX�C2�461．6 鉄��C2�22．0 ���C��1．280．2 

地場割合 涛��Cs�.��100．0％ 都��C��2�80．3％ ���C��2�90．9％ ��

大根 ��ﾘ��|｢�11．654．9 ���3S�h�C��671．5 鼎s��C��961．0　　15，272．3 庄内産 ����C#sH�C��1．371．3 田S��Cr�362．9 �#���C��12，878．7 

地場割合 塔��C(�2�91，1％ 涛��Iw��75．8％ �#(�C��2�84．3％ 

ほうれん草 ��ﾘ��|｢�9．495．0 ���3�CX�Cb�902．2 �3sh�Cr�619．0 ��(�CC3��CR�庄内産 度�C##x�C��691．6 都cX�Cr�296．0 都(�C��9．052．3 

地場割合 都h�3��2�66．用 塔H�C��2�78．6％ ����Cc�.��72．8％ 

はくさい ��ﾘ��|｢�5．189．0 ���3��X�CB�584．1 �#ヨ�Cr�465，0 度�3SC(�C"�庄内産 �(�C����C��630．4 �3���C"�，231．0 塔��C��3．351．6 

地場割合 鼎��Ch�2�62．1％ 鉄�.��80．09昌 ��x�CH�2�44．4％ 

小松菜 ��ﾘ��披�7．377．2 ���33C��Cb�903．1 �3�x�CR�350．0 ����C#ベ�CB�庄内産 店�Cc���C"�1，255．6 都c(�Cr�232．1 ��S��C��7，930．6 

地場割合 都x�C��2�93．0％ 塔H�CX�2�75．5％ ���C��2�77．1％ 

ごぼう 切りごぼう ��ﾘ��|ｨ�B�5．962．0 都c��CB�482．9 �����C��456．0 度�3イ(�C"�
庄内産 �(�C#sH�C��585．9・ �#H�C"�87．9 �8�C��2．975．0 

地場割合 �3��C��2�77．1％ 店�C��2�48．6％ ���Cx�2�37．9％ 

テンゲンサイ ��ﾘ��|｢�3．255．0 �#3��CR�223．7 涛��Cr�201．0 滴�C����C��庄内産 ���C��x�C��187．7 塔��Cb�56．0 ���C��2．132．3 

地場割合 鉄X�CX�2�81．4％ �3h�CX�2�61．7％ ���C���.��53．3 

なす ��ﾘ��|｢�238．0 �338�C��65．1 塔H�C��84．0 塔�H�C��庄内産 鼎��C��333．0 田X�C��56．9 都(�C��576．0 

地場割合 �#��Ch�2�100．0％ �����C��2�67．7％ 塔X�Cx�2�71．6％ 

さつまいも ��ﾘ��|｢�1，027．0 都��CR�75．3 鼎(�C��107．0 ���33#(�C��庄内産 ���C��39．5 鉄X�C��′　0．0 �3��C��124．5 

地場割合 ���C��2�55．2％ 都8�C��2�0．09も �#��C��2�9．4％ 

里芋 ��ﾘ��|｢�1，125．0 �#s��C��118．0 都��Cb�77．0 ���Ccc(�Cb�庄内産 ���X�C��271．0 �#8�C��5．7 ���C��414．7 

地場割合 ����C(�2�100．0％ ����CX�2�臥0号乙 ���C��2�24．9％ 

しいたけ 干しいたけ ��ﾘ��|｢�651．5 塔��C��28．3 ����C"�62．9 塔C��Cr�
庄内産 田S��CR�88．8 �#��Cr�18．2 鼎h�C��825．2 

一地場割合 �����C�ﾜｸ.��100，0％ 都8�C��2�100．0％ 都8�I4R�97．1％ 

ピーマン ��ﾘ��|｢�1，485．5 都H�CR�64． 鉄��C��63．6 ���3s3��C"�庄内産 ���C"�53．6 祷�C��11．8 ��X�C��89．6 

地場割合 ���C��2�71．9％ ��8�C��2�23．2％ �#8�Ch�2�5．2％ 
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●　　　　　　　　　　　　●

平成24年度　鶴岡市学校給食の食事内容実施状況表
（1）栄養板取状況（棄棟　平成24年4月　9白　～　25年　3月18日） 

区　　分 刄Gネルキ■－ �&�I(��月旨　肪 �4ｨ8ｸ5h4X8��マクーネ シウム■ �52�亜鉛 ��劔��b��ｩ9b�食物 

紘　江 ������ﾘ��自�ﾘ爾�（g） ��蒙x�｢�（mg） �*ﾖﾖx�｢�1（山） ����嚢�｢�Bl （ �#"�C 剪ﾔ椎 

小 学 ．校 舒�������披�660 �#��C��20．6 �3S��80 �8�C��g 2．0 遊u"���ﾃFB�mg） 0．■40 ��蒙x�｢���CS��（皿g） 23 ��堀�｢�(�CR�（g） 6． 

平均摂取畳 基準故に対する 比率（％） 田SR�26．4 ���(����C(�8�｢���#��CR�占83 涛��2．9 �(�C��225 ���Cc2�0．58 �������3��2．8 滴�C��

99 ��3"�100 �����114 I 涛r�115 ��c��158 氾�b�130 ����6 

中 学 校 ����)���C��[ﾘｼ��ｸ靖|｢�850 �#��C��写6．4 鼎#��1」。 滴�C��も．。 �#��C��0．60 ���H��c��33 �8�C�� 度�B�

79’7 �3��C��（27．1茅） 　24．0 滴�R�111 �8�Cb��S���3．6 ■120 �#cb�0．80 ��C��Ccb�37 �8�Cb�．5． 

基準丑に対する‘ 比率．（X） 涛B�11’4 ��3���101 ���s��

127 ��32�110 ����120 都��

（2）食品分草別摂取状況 

区　　分 劍ｹｸ櫁�Y?y5��劔?ｸ�R�ｻ��8ﾘ8ﾒ�且 �:B��ｲ�ﾏｲ� 劍惠�R������き■ の 偃ﾘ������R�藻 �'"�ﾈ韈ﾂ�砂 糖 

魚介類 傅ﾈｹｸﾎb� ��環 儻��ロロ 栢 凅｢� ��岬 冉｢�頼 乂��級 冉｢�

バ 小ン 学芸■ 疲毒 物 刳訷齒Q並 ��ﾃ�b�3．0 ����Sb�?�D�r��� �� �� �� �� �� 
4．0 芦・0 澱���一基0 l �3��！23 27 都��3 釘�3．5 �(�C��3．0 ��S8�B�

平均摂職膿 ��r�0．3 
20 �(�S2�田��■10 �2�1．9 �(�Cb�‾　4．9 滴���

■基準に対する 比率（％） ���b�10 

133■1117 �50 ��r�100 塗����117 涛��31 都R�5‘1 ��3��163 ��R�

中 学 校 �6��92�¥B�7｢�[ﾒ�ｼ��基　準　亜 �#��4．0 ��������B�塗�3��6 �#"� �� �� �� �� 

′，44 �3R�82 鼎��d �8�CR�4．0 滴�C��ィ． 

平均摂取丑 沸ﾂ�0．3 �#b�‾　8 �(�3B� �#b�30 �8�貭�89 ����4 �(�C2�．3．3 塗�3"�5． 

基準に対する 比率（％） �����8 ��8�Cr�‘57 鼎��33 �����68 涛r�109 �#��100 田b�8・3 ��SR�133 



平成24年度　櫛引学校給食センター食事内容実施状況表
（1）栄養摂取状況（平成24年4月～平成25年3月）

区分 劔劔エー ネ ル ギ l 凾� ん 白 男 剋� 肪 劔刄J ル シ ウ ム 刄} ク ネ シ ウ’ ム � �52�刪� 鉛 劍7(5�7�92�劔食 塩 相 当 剞H 物 は． 紺 

A 傳l 塔"�C 

1単位 劔劔kcaI 冏 冏　l％ 劔冦g 冦g． � 盲��凵｡mg 剳Vu$R�盲��mg 蒙r�g． 冏 

小 学 校 �+��I-��剞ａD≦ � 凵f660■ � � 剪� 凵D画‾：‡ 凵＝｡＝‾一一二．ぬ＝1 � ��3 ��・2．，0－ 劔?��ｸ���ﾈ��)ﾃ����Vｨ+"���≡せ50・ ��－■12二与‾‾‾ 凵E6 

－．2P＿＿＿＿‾ � 剪� 劔劔劔劍�nﾈ���ﾈ��?�薰�佛(�h���X�b�

平均摂取量 劔剴cc���#h�CB��#��Cb�剴#��C"��3モ�涛����3．・2 剴8�3"��253 �0．66 ���Cc��33 �(�Cr�迭�

基準に対する比率％ 劔剴������3"������劔�������#2����r�剴�c���181 �165 ��3b�143 �����塔2�

中 学 校 �� �� �� ��‡二戸 �� �� 仭8��b� �� �� �� �� ��� �� �� �� �� �� 

；■3「－ �� �� ���� �� �� �� �� ��

平均摂取量 劔剴s湯��3��CR��#H�C��剴#x�C"�鼎#�����r��8�C��劍����8�C���294 �0．84 ���Cs��41 �8�CB�妬?�"�

基準に対する比率％ 劔剴釘����2�涛r�劔���"�塔B�涛��劍�ﾃ�3���140 �140 ��3��124 ���2�塔2�

拍　（2）食品分類別摂取状況－【単位：9】

区分 劍ｹｲ�樞�小r 魚 劔肉 剽� �?ｲ�豆　－ �:B���7���*"�.��碑 �+ｲ�nﾈ,ﾂ�黒 �*ｲ�,ﾂ�佛ﾒ�貰 冩ｲ�抄 

頬 桴r�劍問�冉｢�頬 冉｢�Dq 煩 剽ﾞ 剄ﾘ他 の 們��薬�頬 凵D実 頬 儿xﾜB�謂 無 佗ﾈ���

小 学 校 ��一一二㌧基準去‾：・一三一享を‡∴‾■ �� �� �� �� �� ��二■■26 俯"�r．一薄 �*ｸ派������ﾈｪr�一童 ��：■．≡■≡‾4 �����������CR�－2－ �2�‾‾‾．■ニー≠ 

日　干＿＿‾・ ��ﾃ��S�� �� �� �� �� ��

平均摂取量 �15 �(�C"�剴�b�唐�2．7 釘�21 �29 �#��71 ��r�3 �17 ���C��4．2 �8�CB�

基準に対する比率％ �94 都2�剴��r���32�68 田r�105 �76 ��#"�101 鉄2�75 �49 鉄R�140 ���2�

中 学 校 舒顏�;h�H�h�8�����ﾃ#��‾　4 劔 ��������14 �ｩ���－‾＿－‡－6 ��h�h蓼�H��#"�仄��痴 ��YIc"�40 ����H���CB���h�ﾈ��自?�8�R�4 釘�4 

平均摂取量 �20 �(�CR�剴#��������3．2 迭�26 �36 �3R�89 ����4 �2．1 ���CB�5．■3 釘�

基準に対する比率％ �95 田2�劍����R�都��53 塔2�118 �82 �����109 鼎R�100 �60 �3R�133 �����

●】　　　　　　　　　　　●
L L



●　　　　　　　　　　　●

平成24年度あさひ給食センターの食事内容実施状況表

1・栄養摂取状況（1人当たり）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（平成24年4月～平成25年3月分） 

■　区　　分 刄Gネルギー �+ﾘ/�I(��r�脂　肪 刄Jルシウム �7ﾘ4�6ﾈ5h4X8��鉄 ��B�ビタミンA �7(5�7�94&ﾂ�ビタミンB2 �7(5�7�942�食塩相当量 g ��瓜���佐�r�

kcal 冏　　　　％　－ 冦g 蒙r�mg 蒙r�UgRE 蒙r�mg 蒙r�

小 舒顏�|｢�660 �#��C�� �#X��｣3��350 塔��3．0 �(�C��140 ���CC��0．50 �#2�乙5 塗�C��

学 校 兌ﾘｼ��ｸ靖|｢�670 �#8�C�� �#X�Cb�38卑 涛��3．0 �8�Cb�370、 ���CcB�0．60． �#��2．9 ��H�CB�

基準に対する比率 ���(�2�120％ �����2������8�B�B�123％ �����2�座0％ �#cH�2�160％ ��#��2�ﾂ�122％ ���h�2�73％ 

基準量 塔S��28．0 ��25～30 鼎#���,b�140 滴�C��3．0 �#���0．60 ��-2�33 �8�C��7．5 

中 学 校 兌ﾘｼ��ｸ靖|｢�831 �3(�C"� �#X�Cb�424　≡ ��#��3．8 ���H�C2�1441 ���C�"�0．68 �3R�3．6 店�Cb�

基準に対する比率 涛��2�115％ �����2����ｸﾒ�86％ 涛X�2�143％ �#���2�137％ ���8�2�106％ ��#��2�75％ 

2．食品分類別摂取状況

区　　　分 刹實﨤ﾞ 傅ﾈｹｹ}��肉類 凉�}��乳類j ��Y:I}����豆製品類 �+X�ｨ.�}��緑黄色 野菜 �+ｸ*��ﾂ�nﾈﾝ��果実類 �*ｸ,ﾈ+�}��種実類 ��I}��油脂類 俚ｸ､y}��

小 舒顏�|｢�16．0 �8�C��15．0 塗�C��巨・0 塗�C��20．0 �3��C��23．0、 都��C��里 滴�C��3．5 �(�C��3．0 �8�C��

学 校 兌ﾘｼ��ｸ靖|｢�17．3 ���C��21．6 嶋�C��6．5 1 ���CB�22．3 �#8�CB�26．6 田h�C2�10．5 �(�C"�2．6 ���C��3．7 滴�CB�

基準に対する比率 �����2�25％ ��CH�2�148％ ��c��2�24％． ���(�2�62％ ���h�2�95％ �38�2�55％ 都H�2�55％ ��#H�2�147％ 

中 舒顏�|｢�21．0 滴�C��19．0 ��H�C��6．0 塗�C��22．0 鼎H�C��35．0 塔(�C��40．0 滴�C��3．5 滴�C��4，0 滴�C��

学 校 兌ﾘｼ��ｸ靖|｢�20．8 ���C��－27．2 �?ｨ�C��7．7 ���Cb�28．7 �#��Cb�34．6 塔X�Cr�11．3 �8�C��2．0 ���CB�4．5 滴�3b�

基準に対する比率 涛��2�22％ ��C8�2�79％ ��#�6R�26％ ��3��2�67％ 涛��2�104％ �#��2�77％ 鉄x�2�35％ ���8�2�115％ 



平成24年度　あつみっこ給食センター食事内容実施状況表

1・栄養摂取状況（平成24年4月～平成25年3月）

区分 刄Gネルギー 凾ｽん自質 倩冉"��4ｨ8ｸ5h4X8�� �52�亜鉛 �7(5�7�92�剪�食物繊維 
マクネンウム 剩��Bl �#"�C 

ヒCヨ1 睦�g ��2�聖買 俛Y9��誓煮 ���)r�無慧≧ 豫H���崇等 凅(廝�g 燃�

潮附≡ ��裡射錯 僣��一浩滑据≡要≡ 猛�m �� 猛�m �� ��
小 学 校 兌ﾘｼ��ｸ靖|｢�657・ �26．5 �#��CR�28．2 �3s��92 �(�C��3．3 ��s��0．42 ���CS��32 �(�Ch���4．1 

基準に対する比率％ �������32�101 �106 ���R�97 ��cR�121 ���R�118 ��3��104 田��

中 学 校 ��X�h�8���X���X�ﾛｨ������X���X���R�▼ご▼＝・＝・＝8甜・：▲：・：・＝ 刄jー‥・＝・＝・抱8…■＝■＝ �� �� �� �� �� �� 

平均摂取量1 塔�R��3(�C"�24．2 �����#x�C"�410 ���"�3．6 滴�C��195 ���CS"�0．68 鼎��3．3 ��CX�C2�

基準に対する比率％ 涛R����R�97 �98 塔��90 ��3r�93 ���ビ�113－ ��#��＿110 岬ﾂ�

2∴食品分類別摂取状況（単位：g）

．区ね 刹� 傅ﾂ�肉■ 凉����豆 類 闘描 �:B�赶��い 佛(���のそ ���悗�1き 偃ﾒ�藻 類 冩ｲ�砂 介 類 仍ｲ��I}��類 ��類 離至要…葦… �?ｲ�}��自-ｹV�仰���ｲ��"�ﾚB�も 類 剿�ﾌ 菜他 們��}��の ’川．題 ���}��倩��}��糖 類 

小 学 校 中 学 校 偬H諸Ib�[ﾘｼ��ｸ靖|｢�17．0‘ ���C��19．0 嶋�C��滴�CR�1．0 �:ﾉY顯��招槻潮 傲h�x｢�照闇羅 處�YTr� �� �� 

‾15．0　■ �#��C��28．0 田h�C��10．0 滴�C��1．7 ���C��5．1 滴�C��

106 ���127 ��32����2�17 都R�53 ��#"�94 �3��100 鼎��40 ��s��137 

平均摂取量 �#��C��0．1 �#H�C��10．0 �5．7 ���C��19．0 �#X�C��36．0、 塔X�C��11．0 店�C��2．1 ���C��6．5 滴�C��

100 �8�����126 都��涛R�17 塔b�57 ���2�104 �#��125 田��28 ��c2�123 

● ●
ト



PLスリリースl
県政記者クラブ　各位

山形県広域支援対策本部

平成25年5月28日

学校給食の放射性物質検査について

（1食まるごと事後検査）

このことについて、県内の学校給食で実際に児童生徒に提供された給食1食分を1週間

（5日分）まとめて検査したところ、結果は以下のとおりでしたのでお知らせします。

【検査結果】 

給食提供日 佶��?｢�給食提供 市町村 佶�以ｸ惠��%�肩�h7�4�8ﾈ8ｸ�豸x�｢�放射性 ヨウ素 兩ｨ��ｸ5ｨ5h4X8��

セシウム134 �5ｨ5h4X8��3r�

平成25年5月20日 店ﾈ闔｣)m9m｢�西川町 儻8ﾉ���不検出 儻8ﾉ���
～5月24日 劍���3��CC��｢�（＜0．57） ����3��CS(�｢�

平成25年5月21日 剔蜻｠鱒 儻8ﾉ���不検出 儻8ﾉ���
～5月24日 劍���3��CS��｢�（＜0．71） ����3��Cs��｢�

平成25年5月20日’ 剪ﾟ岡市． 儻8ﾉ���不検出 儻8ﾉ���
～5月24日 劍�����3��CCx�｢�（＜0．66） ����3��Cc(�｢�

・・・●

※1検査機関．日本環境科学株式会社
2　検査結果の（）内は検出下限値です。

3　分析方法：ゲルマニウム半導体検出器によるガンマ線スペクトロメトリーによる核種分析法に

よります。

注）「不検出」とは、放射性物質が検出下限値未済であることを示します。
「検出下限値」とは、検査機器で測定できる最小の値のことです。

【問い合わせ先】 

教育庁スポーツ保健課　■ 

課長補佐（保健・食育担当）明日　浩幸 

［報道監］ 

教育次長　秋葉　秀出男 
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ロニスリリース」

県政記者クラブ各位

山形県広域支援対策本部

平成25年6月13日

学校給食の放射性物質検査について

（県外産食材検査）

このことについて、県内の学校給食に使用する県外産食材について放射性物質検査を実

施したところ、結果は以下のとおりでしたのでお知らせします。

検査結果】 

検査日 从ｹ��/�ｹ���9*ﾉ�｢�検査品目　　生産地 剏沚ｸ結果（単位：ベクレル／kg）・ 
放射性ヨウ素 兩ｨ��ｸ5ｨ5h4X8��

セシウム134 �5ｨ5h4X8��3r�

6月11日 �(h�)*ﾂ�キャベツ ��ywB�不埋坦＿ ′（＜7．3） 儻8ﾉ���X������3x�C��｢�不検出 （＜7．2） 

6月11日 仞��)*ﾂ�鶏肉 ��Hｮ(薰�不検出 （＜5．7） 儻8ﾉ������3x�C��｢�不検出 ’（＜7．4） 

6月11日 兔I�(�2�コマツナ 亶ｸ���不検出 （＜6．5） 儻8ﾉ������3��CH�｢�不検出 （＜4．・7） 

6月12■日 �-�:�2�セロリ �+ynﾂ�不検出 （＜6．6） 儻8ﾉ������3h�C(�｢�不検出 （＜7．5） 

6月‾12日 侈yzy<�¥｢�辷�ｧxﾕ｢�ショウガ 俘)&ﾒ�不検出 儻8ﾉ���不検出 

（山形市） 劍���3h�Cx�｢�（＜7．7） ��X���3x�C��｢�

食品中の放射性物質の基準値 劔－ �����

※1検査機関：山形県衛生研究所
2　検査結果の（）内は検出下限値です。

3　分析方法：ゲルマニウム半導体検出器によるガンマ線スペクトロメトリーによる核種分析法に

よります。

注）「不検出」とは、放射性物質が定量下限値未満であることを亘主宰す。
「検出下限値」とは、検査機器で測定できる最小の値のことです。

【問い合わせ先】

教育庁スポーツ保健課

課長補佐（保健・食育担当）明日　浩幸
取023－630－2892

［報道監］

教育次長　秋葉　奔出男
r駄023－630－2901
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lプレスリリースl

県政記者クラブ各位

山形県広域支援対策本部

平成25年4月25日

学校給食の放射性物質検査について

（県外産食材検査）

このことについて、県内の学校給食に使用する県外産食材について放射性物質検査を実

施したところ、結果は以‾百万もおりでしたのでお知らせします。

r検査結果】 

検査日 从ｹ��/�ｹ���9*ﾉ�｢�検査品目 ��h蝎&��検査結果（単位＝ベクレル／kg） 
放射性ヨウ素 兩ｨ��ｸ5ｨ5h4X8��

セシウム134 �5ｨ5h4X8��3r�

4月24日 �(h�)*ﾂ�ニンジン �;�8xﾊr�不検出 （＜8．4） 儻8ﾉ������3X�Cx�｢�不検出 （＜7．2） 

4月24日 仞��)*ﾂ�・草ギ 佛�F靆r�不検出 くく8．7） 儻8ﾉ���*ﾘ*ﾓ��C��｢�不検出 （＜6．1） 

4月24日 兔I�(�2�イチゴ ��hｨ8ﾊr�不検出 （＜7．0） 儻8ﾉ������3x�C8�｢�不検出 （＜7．2） 

4月24日 �-�ｨ�2�キャベツ �I&ﾘﾊr�不検出 （＜7．8） 儻8ﾉ������3x�C8�｢�不検出 （＜6．9） 

食品中の放射性物質の基準値 劔－ �����

一・・●
※1検査機関：山形県環境科学研究センター

2　検査結果の（）内は検出下限値です。
3　分析方法：ゲルマニウム半導体検出器によるガンマ線スペクトロメトリーによる核種分析法に

よります。

注）「不検出」とは、放射性物質が定僚下限値未満であることを示します。
「検出下限値」とは、検査機器で測定できる最小の値のことです。

【問い合わせ先】

教育庁スポーツ保健課

課長補佐（保健・食育担当）明日　浩幸
Ⅶ1023－630－2892

［報道監］

教育次長　歓楽　秀出男

凪023－630－2901
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平成25年度鶴岡市学校給食センターの運営方針について

「近しさ・優しさ・蟹さを育む学校教育」の基本方針のもと、安全、安心な学校給食の提

供により、児童・生徒の心身ともに健やかな成長を育む学校給食づくりに努めるとともに、

学校、一家庭との連携強化し、食事の大切さや感謝の気持ちなど食教育の充実を図り、健康的

な食生活習慣の形成と行事食等特別献立や地域特産物を利用した郷土食の提供など食文化

の継承に努めます。

1．学校給食の充実

本市は良質米の産地であり、通年地元産の自主流通米「はえぬき」による完全給食を実　●

施し、パン給食については月1回を米飯給食に変更して実施します。また、「山形県米粉

利用推進事業」を活用し、県産米を使った米粉パン給食やおかずにも米粉食材を取り入れ

た給食を実施し米の利用拡大を図ります。

米飯給食　　　　　週4回

パン給食　　　　　週1回（うち月1回を米飯給食に変更）

米粉パン給食　　年6回〈10月から毎月1回実施）

（2）給食内容の向上

成長期にある児童・生徒の健康増進と体位向上のため、多様な食品を組み合わせ、栄饗

のバランスがとれた日本型食事を献立の基本としつつ頂立に児童・生徒の意見や学校・

保謹者等の意向を取り入れるため給食主任による献立作成委員会を開催しながら、地域の

特性や伝統を生かした行事食や郷土食、各種記念日の特別給食、希望献立、さらにバイキ

ング給食を継続して実施するなど、献立の多様化を図り地域の食文化の体験と魅力ある給

食の充実に努めます。

また、アレルギー対応については、学校、家庭と連絡を密にし、食物アレルギーの原因

食品を詳細に記載した献立蓑や成分表を作成して情報提供に努めるとともに、引き拭き、

各センターで可能な範囲での除去食や代替食の提供を実施します。

（3）安全で良質な食品・食材の確保

食品の栄奄バランスに十分留悪し、生産・流通経路が明確である安全かつ良質な食品・

食材の確保に努め、中国国内の工場で製造された冷凍食品や加工食品については、安全性

が確認されるまで継続して使用を見合わせます。

放射性物質にかかる学校給食の安全については、県で実施する「学校給食の放射性物質

検査（県外産食材検査）」の活用とともに必要に応じ安全証明を添付させるなど食材の安
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仝性の確認に万全を艮⊥します。

（4）他産地消の推進

「鶴岡市食育・地産地消推進計画」に基づき、鶴岡産野菜の利用率50％の目標を達成す

るため、関係機関・団体と連携した安定的な生産・供給体制の確立と生産者団体等との協

定による地場産野菜の協定品目の拡大を図ります。また、地元産魚介煩の利用率30％の

目標を達成に努めます。

このため、「オール鶴岡産給食」「地産地消給食」の実施や「山形県地産地消促進事業」

の活用による地場産晶の積極的な利用拡大を図るとともに、食の大切さと地域の豊かな農

林水産物への理解を深めるよう努めます。

2．栄養指導、食青の充実

児童t生徒が生涯にわたって健康で生き生きとした生活を送ることを目指し、食事のあり

方や望ましい食生活を身につけるとともに、食事を通じて自らが健康管理できるように学校

と協力した栄養指導の充実に努めます。

また、子どもたちが堅塁関する正しい知識・マナーを得るためには、家庭における食のあ

り方が大切であり、家庭の役割が十分に発揮できるように、家庭、学校、給食センターの連

携を強化し、「鶴岡市食育・地産地消推進計画」に基づき食菅の充実を図ります。

（1）栄養指導・学校訪問の実施

（2）各学校保健委員会での指導

（3）給食だよりの配布（献立名・食品分頬・ひとくちメモ・地産地消情報等）

3，衛生管理と事故防止の徹底

学校給食における安全衛生管理の向上を図るため、「大量調理施設衛生管理マニュアル」

「学校給食衛生管理基準」に基づき食品・食材の選定及び検収を強化するとともに、調理機

器、厨房器具の日常点検と細菌検査等衛生管理の徹底により食中毒の防止に努めます。

また、毎月2回の検便検査を実施するとともに、感染型食中毒であるノロウイルス対策と

して給食職員全員の検査を実施します。さらに、衛生意識高揚のための各種研修会の開催や

参加を行い安全衛生管理の徹底に努めます。

（1）食材納入業者訪問調査の実施

（2）食材納入業者、地元生産者との馨談会の開催

（3）食材納入業者食品衛生研修会の開催

（4）食材納入業者へ啓発文書の配布

（5）安全衛生委員会の開催（鶴岡地域）

（6）調理器具等の細菌検査の実施

（7）その他各種幕習会への参加
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4．効率的な学校給食提供体制の確立と計画的な施設設備の維持管理及び更新

鶴岡市行財政改革大綱に基づき、平成23年度・24年度に調理業務の外部委託や学校給食

のセンター調理化を実施してきましたが、平成25年度から「藤島ふれあい食センター」の

調理業務を委託し、教育委員会の所管となる予定となっています。今後も、児童・生徒数の

減少や学校の適正配置等に対応し、引き続き効率的な学校給食センターの運営体制の確立を

推進します。

施設設備、調理機器については、老朽化や経年劣化が進んでいるため、調理業務に支障が

ないよう日常点検や補修体制の充実により故障等トラブル防止に努めるとともに、現状を的

確に把握し、計画的な更新に努めます。また、調理業務委託業者に対しても設備機器の使用

についての適切な指導をしていきます。

5　その他

（1）小学1年新入生に対する箸箱、スプーンの無料配布を継続します。

（2）啓発と情報提供

食や健康に関する行事やイベント等に積極的に参加・協力し、正しい食事、栄養摂取の

あり方について啓発するとともに、学校給食だよりミニガイド情報、市のホームページ等

の活用による情報提供の充実に努めます。

（3）給食費未納対策の強化

給食費の未納については、公平性を損なうことのないよう学校、給食センター、教育安

貞会が連携を強化し、未納対策に努めます。

また、継続して、子育て推進課と連掛こよる「児童手当」の支給にあわせた未納対策を

実施します。

才8



○鶴岡市学校給食センター条例

平成17年10月1日条例第90号

鶴岡市学校給食センター条例

（設置）

第1条　地方教育行政の組織及び運営に関する法律（昭和31年法律第162号）第30条の規定に基づき、

鶴岡市立小学校及び中学校旦登校給食のため、その調理等の業務を一括処理する施設として学校

給食センター（以下「給食センター」という。）を設置する。

（名称及び位置）

第2条　給食センターの名称及び位置は、次のとおりとする。

名称 �ｩ'R�

鶴岡市学校給食センター �-�ｨ�9I(�(鬩�ﾉnﾃ�C窺I&���

鶴岡市櫛引学校給食センター �-�ｨ�8�8�)5倬ｩ�ﾉ63#�MI&紕�

鶴岡市あさひ給食センター �-�ｨ�9gｸｻﾘ鬩(i633�MI&���

あつみっこ給食センター �-�ｨ�9�Xｮ)�ﾈ鬨ﾙXｮ#3YMI&��

（職員）

第3条　給食センターに所長その他必要な職員を置く。

（運営委員会）

第4条　給食センターの運営を適正かつ円滑に行うため、鶴岡市学校給食センター運営委員会を置

く。

（委任）

第5条　この条例の施行に閑し必要な事項は、教育蚕員会が定める。

附　則

この条例は、平成17年10月1日から施行する。ただし、第4条の規定は平成18年4月1日から施

行する。
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○鶴岡市学校給食センター条例施行規則

平成17年10月1日教育委員会規則第21号

改正　　平成23年9月30日教育委員会規則第12号

平成24年3月30日教育霹員会規則第6号

鶴岡市学校給食センター条例施行規則

（趣旨）

第1条　この規則は、鶴岡市学校給食センター条例（平成17年鶴岡市条例第90号）の施行に閑し必

要な事項を定めるものとする。

（業務）

第2条　鶴岡市学校給食センター（以下「給食センター」という。）は、次に掲げる業務を行う。

（1）学校給食の献立の作成に関すること。

（2）学校給食発の取扱いに関すること。

（3）学校給食に要する食品材料の発注及び検収に関すること。

（4）学校給食の調理及び運搬に関すること。

（5）学校給食の指導に関す・ること。

（6）学校給食に係る食器の洗浄、消毒及び保管に関すること。

（7）学校給食関係数磯貝の研修に関すること。

（8）前各号に掲げるもののほか、●給食センターの運営に関すること。

第3条給食センターに、所長を駅、必要に応じ所長雛、空、技能主査、係長、技鰭係長、●E・

業務名を冠する専門員、業務名を冠する技能専門負、専門員、技能専門員、主任、技能主任、主　；・

事、栄養士、技能士及びその他の職員を置くことができる。

2　所長は、給食センターの業務及び事務を掌理し、所属職員の指揮監督を行う。

3　所長補佐は、上司の命を受け、所長の職務を補佐し、担当事務を処理するとともに、所属職員

を指揮監督する。

4　主査、技能主査は、上司の命を受け、所定の事務を処理するとともに、所属職員を指揮監督す

る。

5　係長、技能係長、業務名を冠する専門員及び業務名を冠する技能専門員は、上司の命を受け、

担当する事務を処理するとともに、所属職員を指揮する。

6　専門員、技能専門員、主任、技能主任、主事、栄毒士、技能士及びその他の職員は、上司の命
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を受け、担当する事務を処理する。

（処務）

第4条　この規則で定めるもののほか、職員の服務並びに業務及び事務処理について必要な事項は、

教育長の承認を得て所長が定める。

（運営委員の職務）

第5条　鶴岡市学校給食センター運営委員会（以下「運営委員会」という。）は、給食センターの

運営に関する重要事項について審議し、所長に助言し、又は教育委員会に意見を述べることがで

きる。

2　前項の審議を行うため、これに必要な調査及び研究を行う。

（委員）

第6条　運営委員会の委員は‡与大以内とし、次に掲げる者のうちから教育委員会が委嘱する。

（1）小、中学校の校長及び教職員

（2）学校供健会の役員

（3）P．T．A．連合会の役員

（4）学識経験者

2　委員の任期は2年とする。ただし、再任は妨げない。

3　安貞が欠けた場合の補充委員の任期は、前任者の残任期間とする。

（委員長及び副委員長）

第7条　運営委員会に、委員長及び副委負長を置く。

2　委員長及び副委員長は、委員の互選とする。

3　委員長は、運営委員会を招集し、会読を主宰する。

4　副委員長は、委員長を補佐七二安貞長に事故があるときは、その職務を代理する。

（その他）

第8条　運営変貞会の運営に閑し必要な事項は、運営寮長会が定める。

附　則

この規則は、平成17年10月1日から施行する。

附　則（平成23年9月30日教委規則第12号）

との規則は、平成23年10月1日から施行する。

附　則（平成24年3月30日教委規則第6号）

この親則は、平成24年4月1日から施行する。
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